
(１)オンライン（クレジットカード・コンビニ支払等）
当センターホームページ[お知らせ]／ＱＲコードから
https://omh-system1022.peatix.com

→折り返し、参加用のURLが届きます。

(２)メール（振込）
　　　宛先　advocacy@pearl.ocn.ne.jp　まで
　　　件名　2022年度研究会参加希望
　　　本文　①お名前・②電話番号・③都道府県・

④その他（参加動機や企画に期待すること等）
→折り返し、口座など手続きの詳細をお送りします。

権利擁護システム研究会
～番外編～　オンライン

障害者権利条約について

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター　
　　〒530-0047　大阪市北区西天満5-9-5　谷山ビル9F

TEL　06-6313-2003
FAX　06-6313-0058
Email　advocacy@pearl.ocn.ne.jp
URL　https://www.psy-jinken-osaka.org/

東俊裕さん（研究者・弁護士）　　障害者権利条約について
桐原尚之さん　今回のジュネーブでの審査についての報告　
進行　東奈央（理事/ジュネーブでの審査のブリーフィングに
日本弁護士連合会の一員として参加）

日　程

内　容

参加費

申し込み（支払い方法）

主　催・お問い合わせ

１５００円

（日）



２０２２年８月２２～２３日、スイス・ジュネーブにて、日本政府に対する国連の障害
者権利委員会による障害者権利条約の実施状況の審査行われました。

審査では、国連の障害者権利委員会が日本政府の担当者と対面で行う「建設的対話（質
疑応答）」があります。そして、その審査前には、障害者権利委員会は「市民社会団体
（障害者団体をはじめとする各種団体）」への短時間の「ブリーフィング（聴き取り）
」を行います。ブリーフィングでは、市民社会団体が国の制度をどうとらえているか、
権利条約の観点から問題点はないかなどについてのやりとりをしました。
そして今月に入り、国連の障害者権利委員会から日本政府への勧告が出されました。

今回の企画について
ゲストスピーカーの東 俊裕さんは障害者権利条約の批准に向けて尽力され、批准後も障
がい者制度改革推進会議担当室長をつとめるなどして権利条約に合わせた国内法の整備
がすすむように取り組んでこられました。これまでの取り組みから権利条約についてお
話しいただきます。

また、桐原 尚之さんは今回の審査の「ブリーフィング」に参加し、「建設的対話」を傍
聴してこられました。審査の様子や今後の動きについてご報告いただきます。

障害者権利条約をふまえて今後私たちにできること、目指す方向について一緒に考えて
いきましょう。

〇参加費　５０００円（上記の３回分と番外編参加費も含む）
〇参加申し込み

２０２２年度権利擁護システム研究会／オンライン

２０２２年１２月３日（土）　家族の立場から

２０２３年１月２８日（土）　塩満 卓さん（佛教大学・元保健所 PSW）

２０２３年３月　４日（土）　岡田 久実子さん（みんなねっと理事長）

コーディネーター　竹端 寛

〇日程と内容　※毎回１４：００～１６：００

ご案内
障害者権利条約についての動き

当センターホームページ[お知らせ]／右のＱＲコードから
https://omh-system2022.peatix.com

テーマ

家族




